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～Activities with volunteers for making and arranging botanical specimen～
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1，はじめに

最近、参加型博物館としてボランティア活動を取り入

れた実践をよく目にしたり耳にしたりする。しかし、こ

のことは、ボランティアの方々が、博物館の展示解説を

されたり、案内説明をされるする場合に用いられること

がほとんどで、あくまでもボランティアの多くの方々の

個々の要望（願い）にあった活動になっていないのが現

状のようである。

植物が好きでボランティアをしたい方の中には、そう

いった解説のみでなく、標本を採集したり、整理したり、

まとめたりして、学芸員と共に植物研究をしていきたい

熱心な方も多いという実態がある。そこで本館では岐阜

県植物誌調査会の方々に岐阜県博物館標本整理ボランティ

アの会員になってもらい、博物館の植物標本を製作・整

理し、ある程度の成果をあげつつあることから、中間報

告的に紹介する。

2。活動の実践内容について

（1）博物館の収蔵庫整理の現状

本館の収蔵庫の植物標本は約7万点にも及ぶ。誰もが

植物を即座に検索できるように、種の名は和名で表記し、

科、属、種の分類、その配列は平凡社「日本の野生生物」

に合わせてきちんと整理してある。しかし、植物担当の

学芸員は一人であり、展示や教育普及に時間をとられ、

年に少なくとも数千点が寄贈される標本をすべて受入、

登録し、整理するための時間はほとんどないのが現状で

ある。

（2）植物ボランティアの方々の意識

岐阜県博物館では、博物館サポーターの会員になる際

に、個々に希望する活動内容を登録する制度となってい

る。それによれば、植物のサポーターに関しては、展示

解説をしたり、案内したりという活動希望の方はほとん

どなく、標本を採集したり、整理したり、まとめたりし

て、学芸員と共に標本作製や整理をしていきたいと考え

てみえる熱心な方が9割を超える現状がある。

（3）岐阜県博物館標本整理ボランティアの会発足まで

の経緯について

今から約40年前に「岐阜県の植物」（大衆書房）が発

刊された。しかしその後、植物フロラは大きく変化し、

新しい岐阜県植物誌の作成が切望されている。そんな中

で岐阜県博物館と岐阜大学の植物標本を基にして岐阜県

植物誌をつくり上げようとする岐阜県植物誌調査会準備

会が発足した。そして2002年4月6日に、岐阜県植物誌

の完成をめざして岐阜県植物誌調査会が24名で発足した。

この会員は、植物の同定に優れ、スゲやシダの専門家も

多く、優秀な植物研究者の集団である。この会の発足と

同時に岐阜県博物館サポーターとして岐阜県博物館標本

整理ボランティアの会にも同時加入してもらった。少し

づつ会員数は増え現在は54名に至っている。

（4）ボランティアの方自身が見届けられる標本寄贈

まず、岐阜県でみられるすべての植物の種類の分布が

プロットできるチェックリスト表（資料1）を作成した。

その際に、岐阜県の99市町村を39区画にまとめた（資料

2）。そのチェックリスト表をもとに各自が植物標本を

作製し、寄贈していただくようにした。

以前は、寄贈した標本を収蔵庫の棚に入れるまですべ

てを学芸員が一人で行っていたが、次項のような標本寄

贈マニエア）レを作成した。これによりボランティアの方

に任せることができる部分は任せ、ボランティアの方自

身が作製した標本を自らの手で収蔵庫の棚に入れること

ができ、寄贈標本が棚に入るまでの過程に自ら関わり、

直接目に見えて見届けまでできるように工夫できた。

尚、その際、下記の4点だけは遵守してもらった。
・原則として同じ地域で採集した同じ種類の標本はで

きるだけ寄贈しない。

・植物標本ラベルの作成と同定は自宅で行う。

・貴重種の採集場所についての情報は、会員外に漏ら

さない。

・すべての標本は滅菌室に入れてから収蔵する。（学

芸員が行う）
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資料1　チェックリスト表

表の縦は整理番号、科名、和名で、植物目録（環境庁自然保護局編．1987）に準じている。表の横の数字は調査区画番号を示してい

る。○は1979以前の標本、◎は1980年以後の標本、2は2002年度に確認し標本棚に入れたことを示している。尚、和名の中の☆は帰

化植物、※は栽培種を示している。手書きの部分は、後でつけ加えた箇所である。
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資料2　岐阜県植物調査区画図

（5）標本寄贈マニュアルの作成

さて、その標本寄贈マニュアルであるが、収蔵庫の入

り口に掲げ、方法が具体的にわかるように工夫した。

標本寄贈マニュアルの内容

①チェックリスト表を見て抜けている種や地域の標本

を各自が採ってくる。

②各自が自分でラベルを作製する。（自宅で）

③月一回の博物館の作業日にできるだけ博物館へ行く。

自信がない標本については、自分でつけた標本の和

名が正しいかを確認する。

④博物館のメインのチェックリスト表を見て、自分が

採集してきた標本は、まだ⑥がうだれていないかど

うか確認する。

⑤すでに◎がうたれているものは、岐阜大学に寄贈す

るか自宅で保管する。→岐阜大学行箱か自宅にもっ

て帰る。

末採集のものは、博物館で台紙に貼る。

⑥台紙に貼った標本のデータを入り口の資料受入ノー

ト（月日、点数と寄贈者名、総称名）に記入する。

→資料受入手続き（学芸員）→起案

⑦メインのチェックリスト表に赤◎をつける。

⑧岐阜県の新確認種や貴重種で博物館で登録しておく

べき資料が含まれている場合は要登録資料箱に入れ

ておく。→学芸員が和名、採集日、採集場所、標高、

メッシュ番号等と登録番号等をデータ入力→博物館

9

登録資料として起案。

（D⑧以外のものは滅菌箱に入れておく。

⑲学芸員が次回の作業日までに滅菌

⑪滅菌された標本を自分で棚のその種の場所に入れ込

む。

（6）月1回の博物館での標本整理活動日の活動内容

月に1回の活動日は約15－20名ほどが参加し、大きく

4つの活動に分かれて活動する。

①植物標本のチェック

メインのチェックリスト表を見て各ブロックの植

物標本の有無のチェックをする活動。

②植物標本の台紙への貼り付け

標本庫に入れるべき標本をラミントンテープで台

紙に貼り付ける活動。
認聞謹醒閏闇鰯轡饗鞄畿轡墜塾轡轡盗畿 劔刪�Ei ��

繁藤 剿�ﾔ緩一人・．・．・ 

翳∵ � � ��
該謹繋　岡田圏畷 � ���齎���ｨﾋ��h����h���B�����������=ﾉ-Hｬ冖h�h�x�h�H�R�

高・●・● ��X5b�艶聞 � ��

鰯．．・惑溺‘ � ��8���8�H�h�y���ﾂ�

標識 ������佶ﾈ�h�ixYw�胸k9���
∴”ヽ 

霧窓浬∴∴肇 

詮議撥嬢騒　　＝蔦 

「∴宰 � �� �� ��HｴYﾙｹ-H�X�X�X�X��~��

“一雄茅 欝繋 俐處8���ﾆ��撥 �4ﾘ���������x�b��ﾂ�

章二i置，■‘’‘ 

撥盤 � 

藍・ 鷺※・ン �� �� ����

；※； 劔 

トト＿」－ �� ��∴・・ 

・読－ �� 

葦諒詰詳言 ��剏F 

・ゝ � �� 剽� 浩二言霊詳言言霊詰享 ���� 

（台紙への貼りつけの様子）

③標本の棚入れ

すでに滅菌され科ごとに分けられた植物標本を、

棚の和名の場所に入れる活動。
i手： ・．・．●′ら 朝田叛 言． � �� 亳2� �� �� 價��ｲ�*ｸｼ��H捧ﾙｲ�8ｨ6ﾘ�X�(�X�R�� ��卒：・：く ヽ：・：、、 ��h�x�yJﾂ�5h�h�X�F��F��

慈 ����X�Yv��X�X�X�R�剪���

．く・ �� �� ��X�Xﾇｸ�hｬ��b��� ����

誓 ��h�ﾆ���� �� � 

；護 ��◆ �� ��i-IL���� ��

・？， 事 “滞 ��h�X�h呵���ﾈ�ﾈ�����b� �� �� ��）．・． �� ��Xﾉﾉ-I-B�

・‘棋 ”ヽ．・・ ま、、 ◆ 筆i† ヽ∴′：ヽ ヽ∴一 ����H�h�H�"�t●譲 ��子i・ヽ ※懸 滋 ：・ノー・■ 謹態態鸞 劔� ��．：舞 を′：・ 数：： ・it・シ ：・．・ノ �� ��．十十 線 滋鋭ii撥 

（標本の棚入れの様子）

④デークーベース番号づけとデークーベース化

各標本にデークーベース用の番号をつけ、パソコ

ンに入力し、デークーベース化する活動。
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3，まとめ

（1）ボランティアの方々の意欲について

月に1回の活動日以外にも、活動できる方には来館し

てもらい、自分のペースで標本の作製や整理活動をして

いたたいている。この活動の繰り返しや積み上げにより、

当然のことながら収蔵庫の整理はより完璧になってきた。

それ以上に成果があったのはボランティアの方々のやる

気・意欲である。たとえばデータベース担当の福岡義洋

氏※は、標本のラベ）レをデジカメで撮影し、それを家に

持ち帰って、何千何万という植物標本の採集日、採集地、

採集者などのデーターを打ち込んでいる。

（2）成果としての植物分布図

福岡氏が中心となって活動しているデークーベース化

作業の入力状況は、2004年1月28日時点では、下記のよ

うである。

○単子葉植物（岐阜県博物館所蔵）13，725点

○双子葉離弁花類（岐阜大学所蔵）6，162点

窒尊皇＿＿　型名
ネ‾告＿ヒメヌカポ

撫劫舟
ヌカポ

喜　八ナ効ススキ

／ハラスズメノテツポウ

オオスス‘メノテツ

巨，刈ケンカルカヤ

○双子葉合弁花類（岐阜大学所蔵）4，326点

○裸子植物（岐阜県博物館所蔵）　　399点

合計　　　　　　　　　　　　24，612点

この内の単子葉植物（岐阜県博物館所蔵）のデーター

ベース用のチェックリスト（資料3）と植物分布図（資

料4，5）の一部分を紹介する。特にこの植物分布図に

よって県内の未採集区画がより明確になり、今後の植物

分布調査活動に生きてはたらく貴重な資料を共有するこ

とができた。

（3）今後の方向

とにかく、植物標本のハード面でもソフト面でもそれ

なりの成果をあげつつあることから、ボランティアの個々

の方々が、さらに充実感や満足感を味わうことができる

標本製作や整理活動を工夫し、活動意欲を高め成果を積

み上げていきたい。そして最終的には、岐阜県博物館収

蔵庫と岐阜大学の植物標本と有機的につながった岐阜県

植物誌の完成に結びつけたい。

資料3　データーベース用のチェックリスト

（01980年以前に採集された標本、●1981－2000年に採集されたもの、⑥2001年以後に採集されたもの）

※岐阜県植物誌調査会デークーベース担当、名古屋市立東山小学校教諭
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AgrostiS Canina

ヒメ苅ポ 

Agrostis dimorpholema

ハ‘ケ勅が 

AgrostlS nigra

加］肋ゲサ ��ﾂ�

◎ 

AgrostIS VaIvata

ヒメコ肋ゲサ ● 

Agrostis cIavata

ヤマ効が ��

●　● 

○　● 

0　　0　● 

○　◎○ 

● ��ﾂ��ﾂ�

AgrostIS flacclda

ミヤマ加計 ��

● 

● 

● 

● ��ｲ�

AgrostlS Scabra

工予知ポ 　● 

Alra CaryOphyIIa

ヌ椋スキ 

資料4　植物分布図

Agrostis clavata ssp．matsumurae

AgrostIS gigantea

コ苅ゲサ �� 

● 

● 

○ ��ﾂ����ｸ�ﾂ�

◎ 

●　● ��ﾂ�● 

● ��ｸ���ﾂ�◎　● 

Agrostis tateyamensIS

タテヤマ肋が 

Aira eIegans

Iけ効ススキ ��ﾂ�

00 ��
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AIopecuruS aequaIis var．aequaIis

Alopecurus pratensis

すれ八つ／チッ昇り 　● 

● 

◎ 　● 

Anthoxanthum odoratum

ハ肋‘ヤ ��● 

○　● 

● ��ﾈ�ﾒ�

● 

● 

● ��

●　● 

Arundinaria ranosa

7八一マサ’サ 　● 
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AIopecurus aequalis var．amurenSis

八八‘メ／テツポウ ○ ��

● ��ﾂ����ﾂ�

● ��

● ��ｸ���ﾂ�

○ ��

Andropogon virginiCuS

刈ケンカ肋ヤ 　● 

●●● 　●● 

00　　● 

○　　　　　　　　　　● 

Arrhenatherum elatius

オ肋ニッリ �� 

○ 

● � 

○ ��

● ��

Arundinella hlrta Var．Ciliata

ウスケ‘げシハ‘ 　● 

● 

○ 

●●　●●●● 

○ 

資料5　植物分布図

Alopecurus japonicus

セトがヤ ○● 

○ 

Anthoxanthum」aponicum

タ抽コウ昇り 

● ● 

Arthraxon hISPidus

］ナナゲサ ��

○ 

● 

● ��ﾂ��ﾈ�ｸ�ﾂ��ﾘ�ﾂ�

● ● ��ﾈ�ｲ�

Ar…dineIIa hirta var．hirta

ケトゲシバ‘ ��

● 

● 

● ● 

● 

● ��ｸ���ﾈ�ﾈ�ﾂ�


